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青
空
が
広
が
る
日
曜
日
の
午
前

10
時
過
ぎ
。
常
盤
地
区
公
民
館

の
実
習
室
に
お
邪
魔
す
る
と
、
既

に
ご
飯
の
炊
け
る
い
い
匂
い
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
副
菜
な
ど
も

用
意
さ
れ
、
準
備
は
万
端
。
あ
と

は
み
ん
な
が
や
っ
て
く
る
の
を
待

つ
の
み
で
す
。

　

準
備
が
一
段
落
し
た
仲
林
さ
ん

が
廊
下
に
出
る
と
、
他
の
部
屋
で

活
動
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
ど
う
す
る
？　

食
べ

て
い
く
？
」

　

気
さ
く
な
仲
林
さ
ん
の
声
掛
け

か
ら
自
然
に
会
話
は
始
ま
り
ま

す
。

♦
「
み
ん
な
の
居
場
所
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
作
り
た
い
♦

　
　

　

普
段
は
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
障
害
の
あ
る
、
ま
た
は
、

発
達
に
特
性
の
あ
る
子
ど
も
が
放

課
後
や
長
期
休
業
中
に
利
用
で
き

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
で
保
育
士
と

し
て
働
い
て
い
る
仲
林
さ
ん
。
子

ど
も
食
堂
を
開
設
し
た
き
っ
か
け

を
、

　
「
日
々
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す

る
な
か
で
、
家
庭
や
学
校
と
は
異

な
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

が
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
成

長
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

域
に
『
み
ん
な
の
居
場
所
』
と
な

る
子
ど
も
食
堂
が
あ
れ
ば
、
そ
こ

で
世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。」

と
、
当
時
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

こ
の
子
ど
も
食
堂
は
、
高
校
生

を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
名
で
運

営
し
て
い
て
、
今
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
と
元
気
な
声
が
あ
ふ

れ
る
地
域
の
居
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
「
ひ
と
が
咲
く
。」
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
「
清せ

い
り
ゅ
う流

と
き
わ
子
ど
も
食
堂
」
を
運
営
し
て
い
る
仲
林 

良り
ょ
う

さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
24
歳
で
開
設
し
た
当
時
の
思
い
や
、
こ
れ
か
ら
の
展

望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

♦
後
悔
な
く
生
き
る

　
　
　
　
　
　
と
い
う
決
意
♦

　
　

　

い
つ
も
朗
ら
か
な
仲
林
さ
ん
で

す
が
、
19
歳
の
時
に
母
親
を
病
気

で
亡
く
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の

人
生
を
大
き
く
変
え
る
転
機
に
な

っ
た
と
静
か
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
母
の
余
命
を
知
ら
さ
れ
た
時

に
は
、
も
う
残
さ
れ
た
時
間
は
わ

ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
の
前
で
弱
っ
て
い
く
母
に
、
感

謝
の
気
持
ち
す
ら
伝
え
き
れ
な
い

ま
ま
の
別
れ
。
無
力
な
自
分
を
思

い
知
り
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
ほ

ど
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
時
に

『
こ
れ
か
ら
は
絶
対
に
後
悔
の
な

い
よ
う
に
生
き
る
。
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
何
事
に
も

挑
戦
し
て
い
こ
う
』
と
決
意
し
ま

し
た
。」

　

そ
の
思
い
は
、
日
々
の
暮
ら
し

や
仕
事
、
人
と
の
関
わ
り
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
行
動
の
原
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
僕
は
、『
あ
り
が
と
う
』
と
言

っ
て
も
ら
え
る
と
、
と
て
も
ハ
ッ

ピ
ー
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
誰

か
の
た
め
に
自
分
が
今
出
来
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い

き
た
い
、
い
つ
も
そ
う
思
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。」

♦
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
　
経
験
し
て
♦

　　

子
ど
も
食
堂
の
活
動
を
機
に
た

く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、
自
分

の
世
界
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
仲

林
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

て
、
能
登
半
島
地
震
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
誘
っ
て
も
ら
っ
た
の

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
被
災
地
で

は
、
現
地
の
被
害
状
況
を
知
り
、

報
道
さ
れ
て
い
な
い
支
援
に
つ
い

て
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」

　

今
で
は
、
岸
和
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
催
す
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
活
動
す

る
ほ
か
、
若
い
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
な

ど
、
活
動
の
場
は
、
さ
ら
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

♦
背
中
を
見
て
育
つ
、
若
い
力
♦

　　

そ
ん
な
、
前
を
向
い
て
進
み
続

け
る
仲
林
さ
ん
の
こ
と
を
、
子
ど

も
食
堂
の
運
営
を
手
伝
う
高
校
生

は
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
何
事
に
も
動
じ
な
い
姿
勢

は
、
本
当
に
か
っ
こ
い
い
と
思
い

ま
す
。」

　

子
ど
も
食
堂
の
運
営
は
、
毎

回
「
予
定
通
り
」
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
も
う
す
ぐ
オ
ー
プ
ン
の
時
間

な
の
に
、
ご
飯
が
う
ま
く
炊
け
て

い
な
か
っ
た
り
、
思
い
が
け
ず
子

ど
も
た
ち
が
一
斉
に
や
っ
て
き

て
、
人
手
が
足
り
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

時
で
も
、
冷
静
に
対
処
す
る
仲
林

さ
ん
の
姿
を
そ
ば
で
見
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
そ
の
背
中
か
ら
多
く
の

こ
と
を
感
じ
と
っ
て
き
た
の
で
し

ょ
う
。

　

子
ど
も
食
堂
の
活
動
は
、
地
域

の
「
み
ん
な
の
居
場
所
」
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
高
校
生
た
ち
に
と

っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
「
学
び

の
場
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

♦　
　

♦　
　

♦

　
「
こ
こ
に
来
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
集
ま
っ

た
り
相
談
が
で
き
る
よ
う
な
、
自

立
を
支
え
る
居
場
所
も
作
れ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

19
歳
の
あ
の
日
に
誓
っ
た
「
後

悔
な
く
生
き
る
」
と
い
う
決
意
。

そ
の
ま
っ
す
ぐ
な
情
熱
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
仲
林
さ
ん
は
ど
ん
な
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

世代を超えたチームワークで、和やかに準備
は進みます

母の日。一緒に活動するボランティアの大庭
さんに「いつもありがとう♡」のプレゼント

ひ
と
ひ
と
がが
咲
く
咲
く
。。

「清
せいりゅう

流ときわ子ども食堂」

まってるで～
まってるで～

　　　　　　　 　　　  〈開催日〉
　　日時：毎月第２日曜日
　　　　　　　午前11時から午後2時
　　場所：常盤地区公民館 ２階　実習室　　

            (桜台市民センター内)

代表　　仲林　良
りょう

さん

あなたの応援で、みんなが笑顔に

　　本市では30か所を超える子ども食堂が開設
されています。興味のある方は、下記までお問
合せください。

社会福祉法人　岸和田市社会福祉協議会　　　
TEL：072-430-3366 FAX:072-431-1500
MAIL:vc@Kishiwadashisyakyo.onmicrosoft.com

岸和田市立公民館
公式 Instagram

講座情報や市立公民館からの
お知らせを掲載しています。
ぜひ、フォローお願いします！



　「未来に向かう力（非認知能力）」とは、自分や

まわりの人たちと、折り合いをつける力のことで

す。家庭のほか、地域や幼稚園・保育所・

認定こども園や学校など、子どもの気持ち

に大人が寄り添い、子どもが安心できる

関わりの場で、周りの大人がさまざ

まな体験や挑戦を支えることで育ま

れます。

 　

　　　一方、「認知能力」とは、物事を理解し、　

　　　記憶し、論理的に考え、問題を解決するた

　　　　　めに使われる、知的な能力のことです。

　　　　　　一般的には学力やＩＱ測定など数値

　　　　　　　　化しやすい能力といわれます。

　　　　　　　　　「未来に向かう力（非認知能

　　　　　　　　　力）」を育むことは、「認知能

　　　　　　　　　　力」を伸ばすことへつなが

　　　　　　　　　　ります。

　

いきいき学びのプラン R8.9 （２）

岸和田の子どもたちの未来未来のために

子育て学びサポーター子育て学びサポーターがが

家庭での子育て家庭での子育てをを応援します応援します

　子育ては、 思いどおりにいかないことの連続です

  文部科学省が令和６年度に実施した 「家庭教育支援推進のための調査研究 （家庭教育につ

いての保護者へのアンケート調査）」 事業報告書では、 約７割の人が、 子育てに悩みや不安を

感じている、 という結果が出ています。

　子育てには悩みがつきもの。 子育ては親育ちといわれるように、 子どもの成長と共に親自身

も学ぶことがたくさんあります。

　市教育委員会では、 「子育て学びサポーター」 を設置し、 家庭での子育てに大切な知識を学

ぶ機会を提供します。

子育て学びサポーター

未来に向かう力未来に向かう力（（非認知能力） とは？非認知能力） とは？

子育て学びサポーターとは

　子育て中の方やこれから親になる方、関心のある方

に、皆さんの考える子育てを尊重しながら「家庭での

子育てで大切なこと」を中心にお伝えします。

　子育て学びサポーターは、大阪府や市教育委員会が

実施する親学習リーダー養成講座を修了しています。

　以前の親学習リーダーという名称から、よりわかり

やすく、より親しみやすい名称に変更しました。

　子育て学びサポーターは、子育てについて学びたい

みなさんを「子育て学び講座」で応援します。

　テーマは「乳幼児期から育みたい未来に向かう力（非

認知能力）」についてです。

　「未来に向かう力」を知り、思いどおりにいかない

子育ての悩みなどを共有し、お互いに交流しながら、

一緒に学んでいきましょう。

子育て学び講座で学びましょう

子どもの子どもの

心のよりどころ心のよりどころ

安心できる人安心できる人

気持ちを

コントロールする力

（自尊心・自信・
　ルールを守るなど）

（人の気持ちを感じる力・
共感・思いやりなど）

人と関わる力

目標に向かって

頑張る力

（忍耐力・自制心・
意欲など）



子どもと一緒に
公民館に

遊びに行こう♪

赤ちゃんサロン

キッズルーム

大阪府発行リーフレット

「 乳幼児期に育みたい！
　　　　　　未来に向かう力」

『家庭教育学級』
　　　　　　　　　に参加しませんか？
子育てについて自由なテーマで学びます

対象は

乳幼児　小学生　中高生の

　　 子どもをもつ親

市立（中央） ・ 旭 ・ 常盤 ・ 山直

開催の公民館は

詳しくは開催館へお問合せください

対  象  者　岸和田市内にお住まいの５名以上のグループ ・団体

　　　   　 ※子育て中の方、 これから親になる方、 関心のある方。

申 込 方法　① 次の３点を決める

            ・ 対象の子どもの年齢（ 0 歳～小学校低学年まで）

            ・ 講座の日時（ 第１ ・ 第２希望日）

　　　　　　※ 1 か月以上先の日でご検討ください。

　　　　　　※時間は３０分程度から可能です。

　　　　　  ・ 場所　※開催する場所をご準備ください。

　　　　　  ② 下記に問合せをし、 申込書を提出

　　　　　　 生涯学習課　生涯学習推進担当

　　　　　　電話　072-423-9615　FAX 072-423-3011
申込み ・ 問合せ先

（３）

　未歩行児とその親（祖父母等を含む） が自由

に遊べる場所です

★市立公民館（堺町 1-1）

　毎月第１木曜日　10 時～ 12 時

　TEL　072-423-9616（予約必要）

★光明地区公民館（尾生町 8-27-17）

　毎月第１金曜日　10 時～ 11 時 30 分

　TEL　072-441-8889（予約不要）

　０歳～就学前までのお子さんとその親（祖父

母等を含む） が自由に遊べる場所です

★市立公民館（堺町 1-1）

　木曜日　10 時～ 16 時

　※第１週目のみ　12 時～ 16 時

・ ゆっくりちゃんのキッズルーム

  金曜日 10 時～ 16 時

　TEL　072-423-9616

★市立公民館分館（春木市民センター内）

　①水曜日　10 時～ 12 時

　　対象は０歳～２歳児とその親

　②木曜日　14 時～ 16 時

　

③金曜日　10 時～ 12 時

　TEL　072-436-4500

★旭地区公民館（東岸和田市民センター内）

　①第１～５水曜日	 10 時～ 16 時

　②第１ ・ ２木曜日	 14 時～ 16 時

　TEL　072-428-6711

★常盤地区公民館（桜台市民センター内）

　第２ ・ ４木曜日　10 時～ 12 時

　TEL　072-428-9229

★八木地区公民館（八木市民センター内）

　第２～５水曜日　10 時～ 15 時 30 分

　TEL　072-443-6848　

★山直地区公民館（山直市民センター内）

　第１ ・ ３水曜日　10 時～ 12 時

　TEL　072-441-1451

ダウンロードできます！ 非認知能力に

ついて知りたい！

    と思ったら

未来に向かう力（非認知能力） を身につけると

　　　 ・友だちと協力することができる

　　　 ・ ルールに合わせて行動できる

　　　 ・困った時に人を頼ることができる

　　　 ・難しい問題に挑戦することができる

　　　 ・相手の立場になって考えることができる

　　　　　　　　　　　　　　といわれています。

　そうした力が、 学習などがわかる力 ・ 考える力を育む土台になり、 大

人になったときに社会生活を生き抜く力になっていきます。

　未来に向かう力を育み、 子どもが自分の感情とうまく向き合うことが

できるようになることで、 あなたの子育ての悩みの解決につながるかも

しれません。

　どうして「未来に向かう力」 は大切なの？

　文部科学省は学習指導要領に、 育成すべき資質 ・ 能力の３つ

の柱の一つとして「学びに向かう力・人間性等」 を挙げています。

　子どもたち一人ひとりがよりよい社会や幸福な人生を切り拓いてい

くためには、 主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、

自己の感情や行動を統制する力、 よりよい生活や人間関係を自主的に

形成する態度等が必要だとされています。

　こうした力も「未来に向かう力（非認知能力）」 にあたります。 大阪

府では「未来に向かう力（非認知能力）」 が、 大人になった時に社会を

生き抜く力にもつながるとして、 乳幼児期に育みたい力の一つとして

います。

注目

市ホームページからもご覧いただけます

1 歳半～就学前の子ども

保育つき

岸和田市　家庭教育学級

　「子どものために今、 できることって何だろう？」 を一緒に考えてみませんか。 　

子育て学びサポーターの派遣料は無料です。

＼子育て学びサポーターがお話しします！／

子育て学び講座
「乳幼児期から育みたい未来に向かう力（非認知能力）」

子育て学びサポーター

いきいき学びのプラン R8.9



　岸和田市内に18 館ある公民館・青少年会館で登録している活動団体（通称クラブ）は約 520 団体もあるこ
とをご存知ですか？　卓球、ダンス、ストレッチなどの運動系から書道、絵画、楽器演奏などの文化・芸術系まで、
多種多様なクラブで楽しく活動しています。
　今回は数あるクラブの中から、3 つの活動団体をご紹介します。体験・見学はお気軽にお問い合わせください。

いきいき学びのプラン R8.9 （４）

他の活動団体の詳細につい

ては、こちらからご確認い

ただけます

　　10 数年続く「楽茶会」は、現

在９名が在籍しており、茶道を

“楽にできる、楽しくする”をモッ

トーに活動しています。

　クラブでは、先生も含め全員

で準備から後片付けまでを行い、

お茶を点
た

てる技術だけでなく、

美しい立ち居振る舞いや礼儀作

法を学びます。そうして、おも

てなしの心や周囲への気配りが

磨かれ、お点前も上達します。

メンバー曰
い わ

く、内面から輝く「すてきな岸和田人」になることを目標に、

毎回楽しくお稽古をしています。「今の動きもう少し丁寧にしたらいいか

も」「さっきの順番正しかった？」とメンバー同士で所作の確認をしなが

ら、美味しいお茶を点
た

てるために工夫しています。

　全く茶道に触れたことが無くても、道具を持っていなくても、体験は可

能です。初心者の方が来てくれたら、「メンバーがもう一度基本から学べ

るので、みんながレベルアップできます！」と、皆さんとても前向きです。

　楽茶会で一緒に茶道を“楽に”楽しんでみませんか。

メンバー同士で所作を教え合います

公民館・青少年会館活動団体（クラブ）紹介コーナー公民館・青少年会館活動団体（クラブ）紹介コーナー

完成が近づくにつれ、力が入ります

　生涯学習施策に関するアンケートにご協力いただきありがとうございま
した。
　皆さまからいただいた貴重なご回答を参考に、令和10年度を初年度
とする新たな生涯学習計画の策定をすすめていきます。
　詳しいアンケート結果は、下記 URL または右記二次元コー
ドよりご確認いただけます。
（https://www.city.kishiwada.lg.jp/uploaded/attachment/165699.pdf）

　今年４月に、“誰でも気軽に楽

しめるクラブ”として発足しま

した。子どもから大人まで、障

害の有無にかかわらず始めるこ

とができるのが魅力です。

　クラブでは、直径約１ｍのリ

ングの枠内に 10 枚のディスク

を何枚通せるのか競う「アキュ

ラシー」と、遠くに投げその距

離を競う「ディスタンス」の 2

つの種目を中心に行っています。

「アキュラシー」では狙い通りにリング内に通すのがなかなか難しく、何

枚も通せた時は爽快な気分を味わうことができますよ。いいプレーには

みんなで「ナイス！」と声を掛け合います。普段は室内での練習ですが、

大会は屋外で行われ、風向きや風速を読み、制限時間内に投げる必要も

あり、シンプルながら奥深い競技です。

　活動日の見学もＯＫ。競技を体験できるイベントも開催しますので、

皆さんお気軽にご参加ください。

☆イベント日時 ：令和8年10月31日（土）13時30分～16時（入退場自由）   

　　　　　  会場：opsol 福祉総合センター 2 階 アリーナ　

活動場所：旭地区公民館  （東岸和田市民センター）

　　　　　（土生町４丁目３- １）

　　会費：当面の間無料

　　日時：毎週金曜日

　　　　　16 時 30 分～ 18 時 30 分

　   対象：どなたでも

　   問合：旭地区公民館

　　　　  （電話 072-428-6711）
アキュラシーの練習

実施期間 ：令和 8 年 4 月 1 日～ 5 月 15 日
対　    象：岸和田市にお住まいの 16 歳以上の方
回  答  数：市民向けアンケート　957 人
　　　　　　　 （ウェブ回答 614 人、用紙回答 343 人）
　　　　    団体向けアンケート　100 団体
　　　　　　　 （ウェブ回答 38 団体、用紙回答 62 団体）

 生 涯 学 習 施 策 に 関 す る ア ン ケ ー ト に
ご 協 力 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た

フライングディスク岸和田

　  活動２年目を迎えた「チョー

クアート」は、現在９名で和気

あいあいと活動しています。メ

ンバーの「定期講座で学んだ後

も続けたい！」という思いが一

致し、公民館のクラブに移行、

活動を開始しました。

　黒板にオイルパステル（油分

を含んだ画材）で描くチョーク

アートの醍
だ い ご み

醐味は、色を乗せた

後に指で伸ばして作るグラデー

ション。力の入れ加減や体温で変化するので、自分だけの色合いや風合

いが生まれます。先生が丁寧に教えてくださるのに加え、わかりやすい

手順書もあるので、初心者も安心して始められます。まずは先生のお手

本どおりに描いてみて、慣れてきたら自分なりのアレンジを考えるとい

う楽しみ方もあります。メンバーもアドバイスをくれますよ。

　公民館まつりでは、2 か月間かけた各々の“力作”を展示します。令

和８年 10 月 24 日（土）、25 日（日）に開催される公民館まつりに作

品を見に来てください。興味を持った方は、ぜひクラブに見学を。

　

        チョークアート　

活動場所：箕土路青少年会館

　　　　　（箕土路町２丁目 6-15）

　   会費：月額 1,000 円 + 材料費 1,000 円

　　　　　（別途初回キット購入費必要）

　   日時：第３土曜日 10 時～ 12 時

　   対象：大人　

 　  問合：箕土路青少年会館

　　　　  （電話 072-444-2097）

活動場所：ふれあい光陽公民館

　　　　　（下野町５丁目３- ８）

　　会費：初回 1,000 円

               （別途必要時のみ集金）

　　日時：第１・３金曜日 13 時～ 16 時

　   対象：どなたでも

　   問合：ふれあい光陽公民館

              （電話 072-439-4786）

　　　　　　

　　　  楽
らくちゃかい

茶会


